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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　本震から二日後、診療所の後片付けに追われる合
間に、甚大な被害を受けた熊本城周辺を辛島町バス
ターミナルから撮影しました。
　天守閣は瓦が剥がれ落ち、飯田丸五階櫓は石垣の
隅一本で、かろうじて倒壊を免れています。
　熊本県民として、今回の地震が我々に与えた自然の
脅威を痛感している最中、携帯の緊急地震速報のア
ラームが鳴り響き、突然横のビルから窓ガラスが落下す
る中を、近くの辛島公園まで小走りで避難しました。
　将来また、熊本のシンボル「熊本城」が元の状態に
復元されることを切に願います。　　　　　 （A・K）
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この度の熊本地震によりお亡くなりになられた方々に対しまして心より哀悼の誠をささげ
ると共に､ 被災されました方々にお見舞いを申し上げます｡ 又会員の皆様も多くの方が被害
に遭われ､ 申し上げる言葉も見つかりません｡

地震発生から一カ月を過ぎやっと少し落ち着いてきましたが､ まだまだ復旧も復興も儘な
りません｡ 少しずつではありますが元通り以上に回復する事を信じて皆で力を合わせて頑張っ
ていきましょう｡

熊本県歯科医師会でも災害時の対応につき様々に検討を重ねて対策を講じてまいりました
が､ どちらかというと災害時の支援をどのように進めて行くかという事に重点を置いていま
したので､ まさか被災する側になるとは想像だにしておりませんでした｡ しかしながら､ ４
月14日の地震発生を受け､ 15日に災害対策本部を立ち上げて以来､ 本当に一生懸命に対応に
当って頂きました役員､ 職員の皆様には頭が下がる思いで一杯です｡ 自分たち以上に被災さ
れた県民､ 会員に対して何ができるのか､ 何かをせずにはいられない､ そんな思いが共通の
思いであったと思っております｡ 又､ 日本歯科医師会を始め､ 全国各地の歯科医師会､ 関連
団体､ 各企業､ 個人の方々から温かいお見舞いや励ましのお言葉をいただき､ 誠にありがと
うございました｡ どれだけ力や勇気を頂き､ 周りには我々を支援して頂ける仲間がいるかと
いう事が励みになった事でしょう､ 本当に有難う御座いました｡

地震発生当初から我々は､ 活動方針を二つに絞り支援活動を開始しました｡ 先ず会員の被
災状況の把握とサポート､ そして被災住民に対する歯科医療の確保とそれに続く歯科保健活
動体制作りです｡

会員情報もファックス､ 電話､ 郡市歯会からの連絡などではなかなか完全ではなく､ 歯科
材料商店､ メーカーの御協力を頂き日々情報の収集が進みました｡ その情報を静岡県歯科医
師会の御協力で本会ホームページに診療可能な歯科医院情報として載せる事が出来ました｡

又､ ４月15日に堀日歯会長とインターネット会議を行い､ 情報共有と支援体制の確認と方
法等について協議いたしました｡ その後毎日のように連絡､ 報告体制が整い､ 日歯を通して
支援要請を行う事とし､ 先ず九地連からの支援をお願いすることになり､ 九州各県から切れ
目のない支援体制を確立していただきました｡ それにより被災住民に対する支援活動が充実
する事となりました｡

更に､ JMATと共に支援活動に熊本入りして頂いた県歯会も数県あり分担して支援活動に
御協力頂きました｡ 概ね５月末日までには､ 支援活動も歯科医療ニーズの減少と共に終了す
る予定です｡ その後は歯科医療については会員診療所にお願いして､ 保健活動については､
県歯科衛生士会と共に新たな体制で行っていきます｡ まだまだ長期の支援が必要となると思
います｡

このように多くの皆様にご協力､ ご支援いただきました事を会員の皆様にお知らせすると
ともに､ まだまだ大きな被害にあわれ､ 復旧出来ていない会員がおられます事をお伝えし､
歯科医師会として出来る限りの御支援を行って行きたいと思っています｡

まだまだ報告できていない事が沢山あるかと思いますが､ ５月中旬までの御報告とさせて
頂きます｡
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2016-04-18(月)
南阿蘇災害対策本部が南阿蘇村の白水庁舎

に設置され､ 全国からのDMAT､ JMATな

どを統率するため､ 地元在住で熊本市の病院

に勤務する松本久医師がコーディネーターと

して選出され､ 救援活動が開始された｡

地元歯科医

師からは新生

育子歯科医師

と田上が､ 医

科の救護活動

を学びながら

歯科に生かし

ていこうと考

え､ 初回から

ミーティング

に参加した｡

その際､ 松本

コーディネー

ターから､ ｢まずはDMAT､ その次にJMAT､

さらに心のケアチームに介入してもらい､ そ

の後に感染対策チームやリハビリチーム

(JRAT) 介入と同時期に歯科もお願いしま

す｣ との依頼があった｡

≪はじめに≫
今回の熊本地震により､ 各地で甚大な被害

が発生した｡ その被害は会員診療所も直撃し､

長期の休診を強いられた会員診療所も多数あ

る｡ このような状況下において､ 私たちは一

人の住民として､ また地域のかかりつけ歯科

医として次の３つの対応を迫られた｡

①一人の住民として､ 我が家の生活機能の再建

②地域のかかりつけ歯科医として､ 歯科診療

機能の再建

③地域住民の歯・口に関するトラブルへの対応

地震の被害状況の違い､ 地域の歯科医療資

源の違いなどで､ 一つの地区の活動をそのま

ま他の地区に当てはまることは難しいと思う

が､ この南阿蘇村支援活動報告が一つの事例

として参考になれば幸いである｡

１. 災害発生からの地元歯科医師の活動と九
地連の歯科支援チームへの引き継ぎまで
南阿蘇村は人口約11,600人､ 4,744世帯､ 高

齢化率約35%で阿蘇山南側に位置する｡ 主に

４つの地区に分かれ､ 東から白水､ その西に

隣接する長陽､ 南側に東西に広く広がる久木

野､ 西の端に阿蘇大橋を渡って立野という分

布である｡

発災前の歯科医療体制としては村内の５歯

科診療所に加え､ 隣町の高森町に２診療所､そ

して阿蘇山北側の阿蘇市から南阿蘇村の介護

施設に対して訪問歯科を実施している診療所

１件によって､ 各歯科診療所での外来診療と､

各施設への訪問歯科診療が提供されている｡

2016-04-16(土) 未明
本震発生により南阿蘇村と熊本市内を結ぶ

阿蘇大橋が崩落し､ 南阿蘇村は孤立状態とな

る｡ 村内の歯科を含めた医療機関も甚大な被

害を受ける｡ 避難所数と避難者数の概要は下

記のとおり｡

・避難所数 18 (白水５､ 久木野６､ 長陽７)

・避難者数 2300人 (白水500､ 久木野500､

長陽1300)

南阿蘇村歯科支援活動報告

かけつけた災害支援チームに説明するコーディネーターの松本医師

支援される方の一覧表 (団体､ 個人 いろいろ) 地元医療機関も災
害支援に参加した｡ 支援活動は最初30名程度からスタートした｡

歯科支援チームが南阿蘇村に派遣する前までは､ 新生､ 田上が
４月18日から毎日開催されている全体支援会議に必ず出席

特特特特特特特特 集集集集集集集集
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2016-04-22(金)
厚生労働省派遣チームリーダーとして南阿

蘇村入りした井下英二歯科医師 (滋賀県) に､

これまで未実施だったレベル１避難所等アセ

スメント｣ を実施していただいた｡

また､ 明日から南阿蘇村に入る九地連歯科支

援チームの ｢南阿蘇村歯科支援活動の基本方

針 (九地連歯科支援チーム 行動方針)｣ を

作成し､ 地元会員へ説明した｡

2016-04-23(土)
福岡県歯科医師会と大学 (九大・九歯大)

の合同チームである九地連歯科支援チームが

南阿蘇村入りし､ 災害対策本部にて､ 田上か

ら避難所の場所や避難者数の概要と ｢南阿蘇

村歯科支援活動の基本方針 (九地連歯科支援

チーム 行動方針)｣ について説明した｡ ま

た､ 今後の歯科支援チームが地域コーディネー

タ (地元歯科医師田上) の指揮の下､ 活動す

ることを確認しあった｡

2016-04-24(日) 午前中
井下歯科医師からレベル１避難所等アセス

メントの結果について説明していただいた｡

また､ 地元歯科医師２名 (新生､ 田上) か

ら南阿蘇村の状況説明をおこなった｡

この結果を踏まえ､ 午後からは､ 井下歯科

医師の同行下で､ 歯科専門職によるレベル２

(集団レベル) 避難所等アセスメントを実施

することとなり､ 地元歯科医師から九地連歯

科支援チームへの引き継ぎが完了した｡

(田上 大輔)

また､ 南阿蘇村の武田保健師と協議し､ 南

阿蘇と地元歯科医師との連携概要を下記のよ

うに取り決めた｡

・南阿蘇村窓口：武田保健師

・歯科医師総合窓口：田上

・歯科関連支援物資の窓口：片山公則歯科医

師 (高森町)

2016-04-19(火)～04-21(木)
地元歯科医師だけでの歯科支援活動は困難

と判断し､ 地震発生１週間後の歯科支援チー

ム受け入れのための情報収集を目的として新生

及び田上の歯科医師２名が避難所巡回を開始

した｡ 当面の歯科支援物資を片山歯科医師か

ら宇治県歯理事に要請し､ 避難所に配布した｡

しかし､ 本来この時期に実施すべきレベル１

アセスメント (他職種による集団的アセスメン

ト) は､ 保健師多忙のため実施できなかった｡

この間の私の役割は､ 南阿蘇村における災

害支援活動の全体像の中に口腔ケア (のちに

口腔機能支援と名称変更) の役割を確実に位

置づけし､ 後日入る歯科支援チームが他の支

援チームと連携して活動するための環境を整え

ておくことであった｡ (図１ 災害支援 全体組織図)

九地連歯科支援チーム到着 22日から南阿蘇村に入っておられ
た滋賀県の井下歯科医師 (厚生労働省のスタッフとして支援)
が九地連の歯科支援チームに避難所の状況を説明

地元の新生歯科医師から九地連の歯科支援チームに避難所
等の状況やこれまでの総合支援会議の流れを説明

新生歯科医師の説明を真剣に聞く支援チーム
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組　　織　　図
県災害対策本部（県庁医療救護対策室）

阿蘇地方災害対策本部　ADRO（保健所長  服部所長）

南阿蘇村・高森医療救護対策本部
白水庁舎  武田  ⇔  コーディネーター　松本→廣田→森先生

食品衛生

JRAT（リハ）

薬剤チーム

NST

感染対策

口腔機能支援チーム

心のケアチーム

派遣 医師・保健師（感染・保健）

全域白水地区久木野地区長陽地区

国境なき医師団JMAT　民医連日赤チーム
DPAT各県・市・町病医院支援

阿蘇市

介護施設

久留米大学

図１ 災害支援 全体組織図
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ケア､ 嚥下機能低下が認められれば施設職員
に食事指導､ 口腔内に異変 (口腔内乾燥､ 義
歯不適合など) を感じ始めている方に対して
は健康相談､ 必要に応じて義歯調整､ 嚥下訓
練､ デンタルグッズ支給などを行った｡

南阿蘇の支援活動は他の被災地同様､ 復旧
したかかりつけ歯科医院にスムーズに引き継
ぐという目的に加え､ 誤嚥性肺炎予防だけで
はなく､ 摂食嚥下を含む口腔機能も悪化させ
ない活動が行われていたのが印象的であった｡

そして各施設巡回後午後４時から庁舎内で
各団体が揃った全体会議では本日の活動報告
がなされ､ その後､ 歯科チームは摂食困難､
肺炎に繋がるリスクを抱えた被災者がいない
かを再度､ 関連団体と情報を共有し､ それが
終わったあと､ 歯科チームだけでミーティン
グを行うという徹底ぶりであった｡

まさに災害発生時､ 他業種連携はこうある
べきという体制が確立していたのには驚かされ
たが田上常務理事によれば今日この連携ができ
たのは発災直後から田上常務理事と新生会員
が災害急性期から全体会議に足すべく参加し､
災害慢性期に移行してきて避難所から歯科的
ニーズが上がってきているという他団体からの
報告があったときに迅速に対応したことで口腔
機能回復の重要性が一気に伝わり､ 歯科チー
ムの評価が上がり､ 他団体から歯科的ニーズを
随時会議で上げてくれるようになり横の連携
が確立した経緯があったということである｡

ただ歯科支援チームの多くが６日間クール
で交代するシフトは支援者サイドの心労が多
くなる上､ 一般診療を休診しての参加のため､
経営面でも負担が大きくなるので他団体同様
１日引き継ぎ､ ３日間活動というシフトの確
立が一定水準の支援が継続的に行えるのでは
という課題も話されていた｡

断片的な現状視察で紙面ではお伝えしきれ
てない苦労も多々あると思われるが詳細は熊
本県内が復興したとき当事者達から拝聴でき
ればと思う｡

最後になったが南阿蘇の被災者の疲弊した
心に寄り添い､ 健康被害を起こさせない懸命
の支援活動に快く同行させて下さった大分県
歯科医師会＆歯科衛生士会､ 九州歯科大学摂
食嚥下チームの皆様にこの場を借りて厚く御
礼を申し上げる｡ (荒尾市 坂田 輝之)

５月５日(木) に歯科支援チームに同行し
視てきた南阿蘇被災地の現状と活動状況に関
して報告したい｡

～５月４日(水)～
事の成り行きは､ その日本来､ 益城町の総

合体育館に県歯の支援チームのメンバーとし
て参加する予定になっていたのだが､ 人員調
整で参加見合わせという指示を受けたため､
一般ボランティアとして南阿蘇村に入る計画
を立てていた｡ その矢先に南阿蘇村に先遣隊
として支援活動に入っていた福岡県歯科医師
会災害支援チームのリーダー (大学同期) から
連絡をもらい､ ｢一般ボランティアもいいけど南
海トラフ地震が発生した時の役に立つから､ 歯
科支援活動視察してきては？｣ と勧められ､
急遽､ 渡辺専務理事､ 田上常務理事の了解を
得て午後から南阿蘇に向かうことにした｡

南阿蘇へはほとんど土地勘が無い上､ 崩落
した阿蘇大橋などの通行止め情報が全く反映
されない携帯電話の地図アプリを利用しての
移動になり､ 路肩に直径１メートルを越す落
石が散在する阿蘇ミルク牧場経由の山道を進
む途中､ 突然のエンジントラブルにも見舞わ
れ､ 宿泊先となっていた高森市まで約３時間
を要してしまった｡ (余談だが帰りはトラブ
ルなく２時間弱で帰宅)

しかし驚いたことに高森市は荒尾市同様､
今回の地震の被害はほとんど無く､ ２日より
被災地入りしていた大分県歯科医師会＆衛生
士会チーム､ 九州歯科大学チームのメンバー
から現状と活動内容に関して事前説明を受け､
翌日に備えた｡

～５月５日(木)～
午前８時30分に南阿蘇村役場白水庁舎に集

合し､ミーティング､チーム編成を行い２チーム
に分かれて各避難所 (私が同行したＢチームは
特養１施設､ 一般避難所２施設) に向かった｡

阿蘇の山肌の随所に大小様々な地滑りの跡
や益城町同様に瓦が落ち一階が潰れた家屋､
自衛隊による給水活動を横目にしながらの移
動となった｡

各避難所での活動の対象は各施設内に残っ
ている高齢者がほとんどで､ まずスクリーニ
ングを行い､ 口腔ケア不足気味の方には口腔

南阿蘇村歯科支援活動同行レポート



熊歯会報 Ｈ.28.５・６

8

支援メンバーを前に陣頭指揮をとる田上大輔常務理事 歯科的支援が必要な被災者を個々に仕分けていたのには圧巻

疲弊した被災者に寄り添う支援チーム

これだけの人員が支援活動して下さっている

歯科チームのみでも情報交換
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―第11回理事会―

����������
５. 平成27年度会務報告：

(自：２月12日～至：３月17日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ 事業会計・

監査､ 臨時代議員会､ 歯科医師国
民年金基金代議員会､ 日歯臨時代
議員会

学 術：県歯科医学大会､ 有料講演会
社会保険：個別指導対策社会保険説明会
地域保健：早産予防対策事業､ 県歯科保健推

進会議
広 報：ＮＨＫテレメッセ
学校歯科：むし歯予防対策事業
医療対策：医療相談苦情事例報告
センター・介護：認知症対応力向上研修会､

県在宅医療連携体制検討協議会
厚生・医療管理：日本歯科医療管理学会九州

支部総会・学術大会準備委員会
総務・医療連携：がん連携事業､ 病診連携事

業､ 日歯がん診療医科歯科連携推
進協議会

学 院：歯科衛生士リカバリー研修会
国保組合：理事会､ 通常組合会

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡
６. 報告事項：

１. 退会会員
・故 木村 義浩 会員 (終身／熊本市)

82歳 ３月２日ご逝去
２. 九地連公募研究事業助成金の選考結果

計画経費50万円で申請を行ったが､ 九
地連予算の都合により40万円が助成され
ることとなった｡ 熊大口腔外科に研究を
委託するが高額機材の購入が必要であり､
本会からも10万円を追加して交付する｡

１. 開会：小島副会長

２. 挨拶：浦田会長

本日は27年度最後の理事会となります｡ 皆

さんお疲れ様でした｡ 28年度も力一杯会務に

専念していただきたいと思います｡

学院卒業式の祝辞の中で披露させていただ

いたのですが､ 大久保前日歯会長が以前ある

挨拶の中で次のような事を話されました｡ 誰

もが目標や課題を決めて､ それに向かって努

力し､ その課題や壁を乗り越えて事を成した

時､ まさにそういう時こそ ｢初心忘るべから

ず｣ を肝に銘じることが肝要だということで

す｡ 初心忘るべからずは､ それを始めたとき

の真剣な心構えや決意をいつまでも忘れない

という意味で､ 物事に慣れたり､ 怠け心を起

こしたり､ うぬぼれたりすることを戒める言

葉を表現していますが､ これは室町時代の世

阿弥が言った言葉です｡

しかし､ 世阿弥は課題や壁を乗り越えた時

を､ 時分といい時を分かつと書き､ 初心忘る

べからずとは､ 時分に至るまでに積み重ねて

きた努力や姿勢を忘れないことを言うのであ

り､ それらをいつもまでも続けることが大事

であると言いたかったのです｡ そして､ 時分

の花ではなく最後に大輪の花を咲かせること

が重要なのだと言いたかったのです｡

27年度も終わりに近付いておりますのでこ

こで一つの区切りとして､ 次に向けて続けて

取り組んで行きたいと思います｡ 28年度もど

うぞよろしくお願いいたします｡

３. 議長選出：浦田会長

４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事､

浦田会長

３月23日 (水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他大林理事を除く全役員､ 伊
藤学院長の出席のもと開催された｡
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３. 患者紹介ビジネス
日歯より､ ある業者が行っている患者

紹介ビジネスを活用すると療養担当規則
に抵触することになるとの連絡があった｡
よって､ 同様のビジネスを活用しないよ
う会員へ注意喚起する文書を４月の全会
員発送時に同封する｡

４. 熊本県歯科保健推進会議の内容
３月９日に開催された会議の中で､ 主

に第３次県歯科保健医療計画の進捗状況
と本会の医療連携事業の取組みについて
話し合いが行われた｡

５. 医業経営セミナーの開催
ケイ・デー・エム・ユーの所管で､ ３

月25日(金) にマイナンバー制度への対
応策の内容で､ 奥様医業経営塾卒業生50
名に案内し開催する｡

６. 28年度全会員発送日
原則､ 毎月５日 (５日が土日祝の場合

は６日又は７日) に発送する｡
７. 回復期リハビリテーションと歯科連携

リーフレット
完成したリーフレットは現在連携して

いる病院へ送付し活用してもらう｡
８. 冊子 ｢歯科診療所における医療安全を

確保するために｣ の追記
日歯より医療事故調査制度施行に伴っ

て追記した記述を取りまとめた通知文書
を､ ３月の全会員発送時に同封した｡

９. 事業企画 (案)
・在宅歯科医療推進事業：くまにち ｢ゆ

とれあ｣ １面カラー広告３月12日(土)
発行

・カルテンジャー説明会：６月４日(土)
午後５時～ 於：県歯会館

10. 事業実施報告
○学術委員会

・県歯科医学大会：２月14日(日)
・有料講演会：３月６日(日)

11. 熊本型早産予防対策事業ＤＶＤ及びパ
ンフレット

全会員と各市町村に配布する｡
12. 会計２月末現況
７. 連絡事項：

１. 28年度年間行事予定表
２. ４月行事予定

８. 承認事項：
１. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼 [承認]
・県介護保険審査委員会委員／県認知症・

地域ケア推進課
宮坂 圭太 副会長 任期：平成28年
４月１日～平成31年３月31日

・生活保護医療扶助業務に従事する歯科
嘱託医／県社会福祉課
西野 隆一 監事 任期：平成28年４
月１日～平成29年３月31日

・県ＰＴＡ共済審査委員会専門医師派遣
／県ＰＴＡ教育振興財団
西野 隆一 監事 任期：平成28年４
月１日～平成29年３月31日

・県へき地保健医療対策に関する協議会
委員／県医療政策課
井上 裕邦 理事 任期：承諾の日～
平成29年３月31日

２. 名義後援使用依頼 [承認]
・リレー･フォー･ライフジャパン2016／リ

レー･フォー･ライフくまもと実行委員会
・くまもと笑いヨガフェスティバル＆ワー

ルドドラフターディ／くまもと笑いヨ
ガ倶楽部

３. 第18回日本歯科医療管理学会九州支部
学術大会大会長就任依頼 [承認]

浦田会長が大会長に就任することを承
認した｡

４. 広報誌への広告依頼 [承認]
内容的に問題ない事を確認し､ 広告規

定に沿って掲載を進めていくこととした｡
９. 議題：

１. 特定個人情報を取り扱う事務局職員の
責任者及び担当者 [承認]
原案どおり承認した｡

２. ３階プロジェクター天井取付け
取付位置やスクリーンの位置を含めて､

学術委員会で取付けの可否について検討
してもらうこととした｡

３. 熊本県歯科医師会創立110周年記念式典
の開催期日及び実行委員会の設置 [承認]

式典は平成29年５月20日(土) に開催
することとした｡ 式典の内容については､
実行委員会を設置し今後詰めていくこと
とし､ 委員の人選は渡辺専務理事に一任
することとした｡
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４. 日歯から依頼された ｢平成27年分所得
税青色申告決算書｣ [承認]

前回同様､ 診療所を医療法人化してい
ない本会役員・常任委員会委員に協力を
お願いすることとした｡

10. 協議事項：
１. 県学校保健会への支援

県学校保健会は財源がかなり逼迫して
いることから､ 寄附してもらえる企業や

団体を紹介してほしいとの依頼とともに､
現在寄附をもらっている企業や団体のリ
ストを提出した｡ 次回理事会に､ それ以
外に本会が紹介できる企業や団体を選定
することとした｡

11. 監事講評：
12. 閉会：宮坂副会長

(広報 竹下 憲治)

被害が拡大した先生方もおられると聞いてお

りますので､ 被害がひどくならぬよう祈りつ

つ歯科活動支援をしてまいりたいと考えてお

ります｡ 本日の理事会は報告事項等多くござ

いますが､ 理事会終了後に対策本部会議を開

催しますので､ 会議が円滑に進行するようご

協力をお願いいたします｡

３. 議長選出：浦田会長

４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事､

浦田会長

５. 平成27・28年度会務報告：

(自：３月18日～至：４月24日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ くまもと歯

の健康文化賞委員会､ 地震災害対

策本部会議

社会保険：点数改定説明会

地域保健：歯と口の健康週間実行委員会
広 報： 『熊歯会報』 ４月号の校正
医療対策：医療相談・苦情事例報告

１. 開会：小島副会長

２. 挨拶：浦田会長

この度の熊本地震は大変な事態となりました｡

亡くなられた方には心より哀悼の意を表し､ ま

た被災された方にお見舞い申し上げます｡ 会員

の先生方やスタッフ､ 役員や職員のなかにも被

災された方が多数おられますが､ 亡くなられた

方がおられなかったのは不幸中の幸いでした｡

余震も毎日続いておりますが､ これが終息して

普通の生活に戻り､ 一日も早く復興することを

祈っております｡ ４月14日に前震が発生し､ そ

の翌日には地震災害対策本部を設置し､ 日歯

と合同でインターネット会議を開催しました｡

当初､ 本県だけで被災対応は可能だと考えて

おりましたが､ 16日に本震が発生し､ 本県だけ

での対応は困難であると判断､ ２回目の対策

会議を開催し､ 情報収集と支援物資の受け入

れを決定しました｡ 役員及び職員の皆様には一

所懸命対応していただきまして心より御礼申し

上げます｡ 今後､ 我々が全努力を集結してど

れだけ被災対応ができるか､ 被災された会員の

先生方にどれだけのサポートができるか､ 少

しでもお役に立てるように頑張ってまいりま

すので､ 先生方の知恵をお借りしたいと考え

ております｡ 雨や連日の余震で地震直後より

４月27日(水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他田上常務理事を除く全役員､
伊藤学院長の出席のもと開催された｡

―第12回理事会―
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11. 美容医療サービス等の自由診療におけ

るインフォームド・コンセントの取扱い

等に関する質疑応答集の周知

今後､ 会員に周知する｡

12. 医療事故調査制度の現況報告 (３月)

日本医療安全調査機構による医療事故

調査制度の現況が報告された｡

13. 日本歯科医師会院内医療事故調査費用

保険の医療事故対象時の対応標準フロー

定期発送物に文書を同封して会員に通

知する｡

14. 臨時職員の採用

口腔保健センター �冨 由紀

15. 本会共済制度に係る死亡給付金及び日

歯福祉共済保険の死亡共済保険金の受給

権者並びに火災・災害共済金の指定物件

の再確認

定期発送物への文書同封については時

期を延期する｡

16. 事業実施報告

・厚生・医療管理委員会： 『医療管理講

演会』 (２月27日)

・地域保健委員会： 『生活歯援打合せ会

議』 (３月18日)

17. 会議報告

・地域保健委員会： 『健康づくり推進協

議会』 (３月７日)､ 『くまもと21ヘル

スプラン推進委員会兼県地域・職域連

携推進協議会』 (３月14日)

18. 熊本市地方の地震による被災者に係る

被保険者証等の提示等

被災者に係る被保険者証等の提示等の

文書を全会員宛にＦＡＸ送信した｡

19. 会計３月末現況

20. その他

・ ｢熊歯会報｣ ５・６月合併号の発行

｢熊歯会報｣ ５月号は地震の影響によ

り発行不可となったことから､ ６月に

５・６月合併号として発行する｡

７. 連絡事項：

１. 平成28年度熊本県警察歯科医会研修会

５月28日(土) に開催予定だった熊本

県警察歯科医会研修会について開催を延

期することとし､ 関係者にその旨を連絡

する｡

２. ５月行事予定

センター・介護：認知症対応力向上研修会

総務・医療連携：県がん診療連携協議会

学 院：入学式

事 業 課：ＫＤＭＵ医業経営セミナー

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：

１. 退会会員

・別府 真広 会員 (第３種) ３月31日付

２. 九州厚生局からの保険医療機関の取り

扱い

１件の保険医取消相当､ １件の保険医取

消の事例について報告がなされた｡

３. 熊本地域医療情報ネットワーク連絡協

議会

熊本地域医療情報ネットワークにおけ

る歯科の同意閲覧許可施設数について報

告された｡

４. 第17回 (平成27年度) くまもと歯の健

康文化賞受賞者

くまもと歯の健康文化賞委員会におい

て､ 団体の部は熊本県高等学校保健会天

草地区養護教諭部会の受賞を決定した｡

なお､ 個人の部は該当者なしだった｡

５. 蒲島県知事応援企画 (熊日新聞広告)

への対応

応援企画 (名刺広告) への申し込みを

了承した｡ なお､ 掲載日は熊本地震の影

響により未定となっている｡

６. 行政等職員の異動

５月１日付の行政等職員の異動につい

て報告がなされた｡

７. クールビズの実施時期

５月１日から10月末日までクールビズ

を実施する｡ ５月の定期発送物に文書を

同封する｡

８. 事務局預金管理者

預金管理の管理責任者 (職員) につい

て報告がなされた｡

９. 歯科用水銀・アマルガムの処理

５月の定期発送物に文書を同封して会

員に通知する｡

10. ｢薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析

事業 第14回集計報告｣ の周知

日本医療機能評価機構がまとめた薬局

ヒヤリ･ハット事例収集･分析事業報告がホー

ムページで閲覧できるようになっている｡
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る発来信綴｣ を追加することとした｡

６. 勤務歯科医師研修会の開催 [承認]

７月30日(土) 午後４時より開催する

こととした｡

７. ６月５日 ｢歯の祭典｣ 開催の可否 [承

認]

熊本県の了承が得られれば11月頃に開

催を延期することとした｡

８. 会館利用内規の一部改正 [承認]

会館使用に係る外部からの事前申込み

の制限､ 県歯科衛生士会の会館使用料の

負担軽減を目的に会館利用内規を一部改

正することとした｡

９. 第39回むし歯予防全国大会の延期 [承認]

延期することとした｡

10. 協議事項：

１. 公益社団法人日本補綴歯科学会九州

支部学術大会開催の可否 [承認]

日本補綴歯科学会に開催の可否を判

断してもらうこととした｡

２. その他

・今後開催される各研修会・研修会開

催の可否 [承認]

５月14日(土) 午後３時～ ｢救急救

命講演会｣ →開催

５月21日(土) 午後３時～ ｢県歯科

口腔外科研修会｣ →延期

６月４日(土) 午後５時～ ｢カルテ

ンジャー説明会｣ →開催

６月11日(土) 午後４時～ ｢医療対

策・センター介護・社会保険合同研

修会｣ →開催

11. 監事講評：

久々山監事より ｢昨年､ 会館の地震保険

の更新をしなかったが､ 我々の判断が甘かっ

たと反省している｡｣ と話されたが､ 浦田

会長より､ 被災による会館の被害額が保険

料額を下回ったことが報告された｡ また､

西野監事より､ 執行部と歯科支援活動に携

わっている方々､ 事務局職員に対して､

｢被災対応に日々奮闘していただき心より

感謝申し上げます｡ もうしばらく辛抱して

頑張ってほしい｡｣ と激励された｡

12. 閉会：中嶋副会長

(広報 竹下 憲治)

８. 承認事項：

１. 新入会員の承認 [承認]

川野 智美 (第１種)､ 鶴野 剛士 (第

１種)､ �岡 秀樹 (第１種)､ 赤星 一郎

(第１種)､ 原田 真紀子 (第１種)､ 中村

典子 (第２種)､ 濱� 研吾 (第１種)

の７名の入会を承認した｡

２. 熊本県学校保健会の理事・評議員の推

薦 [承認]

理事：浦田 健二 会長､

宮坂 圭太 副会長

評議員：大林 裕明 理事､

河原 正明 委員長

任期：平成28年４月１日～平成30年３月

31日

３. 会議室の使用依頼 [承認]

４. 財務検討臨時委員会の設置 [保留]

委員会の設置は保留することとした｡

５. 日本体育協会公認スポーツデンティス

ト養成講習会新規受講者の推薦 [承認]

新規受講者の推薦順位について原案の

とおり承認した｡

９. 議題：

１. くまもと歯の健康文化賞委員会委員の

選考 [承認]

今後､ 委員メンバーを再考することと

した｡

２. 定時代議員会開催までのスケジュール

[承認]

原案のとおり承認した｡

３. 日本歯科医師会選挙人及び補欠選挙人

の選出方法 [承認]

今回より新たに城北地区に上益城郡を

加え､ 各地区から選挙人を各２名ずつ選

出する方法を代議員会に提案することと

した｡

４. 110年記念事業の会場 [承認]

平成29年５月20日(土)

於：ホテル日航熊本

式典：｢天草｣ 16：00～17：00 (370名)､

祝賀会：｢阿蘇｣ 17：00～20：00 (500

名：着席)

仮予約することとした｡

５. 一般社団法人熊本県歯科医師会文書取

扱に関する内規の一部改正案 [承認]

文書区分一覧表に ｢認知症対策に関す
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２月27日(土) 午後４時より､ 県歯会館に

おいて第３回歯科衛生士リカバリー研修会が

開催された｡ ｢接遇の分解と合体｣ (臨機応変

な対応に気づきを) という演題にて野口純佳

歯科衛生士より講演が行われた｡ この歯科衛

生士リカバリー研修会とは､ 熊本県の委託事

業であり本会と県歯科衛生士会の共催により

行われた｡ また､ 復職を希望する歯科衛生士

を対象とし復職を支援する研修会でもある｡

研修会は､ 宮井理事の司会進行により行わ

れた｡ 冒頭､ 小島副会長より挨拶があった｡

近年､ 歯科衛生士不足が歯科医院経営にも影

響が出かねない状況になっており､ 是非とも

復職し歯科医療を応援して頂きたいとのこと

であった｡

会場は､ 111名の参加があり､ 満席であっ

た｡ 参加者のほとんどは､ 歯科衛生士が占め

ており熱気に満ちた研修会であった｡ 途中休

憩をはさみ､ ２時間にわたり歯科衛生士に求

められる接遇について詳細に解説をして頂い

た｡

すべては､ 患者様に安心して治療を受けて

頂く為の接遇であり､ 信頼感につながってい

くということであった｡ 歯科衛生士としての

知識､ スキルはもちろんのこと､ 身だしなみ､

表情､ 言葉使い､ 目配り､ 気配り､ 心配りに

細心の注意を払い､ 患者さんから感じのいい

人に見られるように立ち振る舞うべきとのこ

とであった｡ 後半は､ 院内での患者対応を想

定し､ ロールプレイングが行われた｡ 実践に

即しており､ 表情・声のトーンなどの配慮が

必要である事を学んだ｡

現役の熟練歯科衛生士だからこそわかる観

点からの接遇セミナーであり､ 短い時間では

あったが､ 参加された歯科衛生士の皆様にとっ

ては､ 復職のきっかけになる研修会となった

のではないだろうか｡ 最後に､ 渡辺専務理事

から謝辞があり､ 閉会となった｡

参加した復職希望の歯科衛生士にとっては､

講師の野口歯科衛生士の言われる､ 一期一会

を大切にし､ 心技体を磨き､ 患者様に信頼さ

れる歯科衛生士となって頂きたいものである｡

今回の研修会において､ 昨今の歯科衛生士不

足を解消し､ 安定的な人材の確保の役に立て

れば幸いである｡

(厚生・医療管理 工藤 智明)

111名の参加者が接遇を学んだ

―第３回歯科衛生士リカバリー研修会―
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(３) BMAによる顎骨壊死の予防・治療

６､ がん医療における緩和ケアと歯科治療・

口腔ケア

(１) 緩和ケア概論

(２) コミュニケーション

７､ がん患者における歯科治療の実際

(１) 頭頸部放射線治療後の患者における歯

科治療の事例

(２) がん薬物療法中の患者における歯科治

療事例

以上の内容の講習会でがん患者への対応と知

識の習得が得られた内容だった｡

講演会終了後､ 牛島常務理事より熊本での

がん患者医科歯科連携事業の現況報告と今後

の展開などの説明があり､ 登録歯科医への用

紙の記入説明後､ 参加者への修了書を交付し

講習会は終了した｡

本県では現在登録歯科医数は､ 連携１で

471名､ 連携２で433名､ 連携３で278名が登

録している｡ すでに会員の半数以上が登録し

ており､ 日歯会員数に占める割合も50％を超

え､ 全国トップとなっている｡

がん患者が口腔治療を地域で安心・安全に

受けられる環境づくりが県下では確実に整い

つつあると実感し､ 更なる登録医の確保とが

ん連携の運営強化にも努めていきたい｡

(総務・医療連携 神� 理子)

２月27日(土) 午後２時30分より､ 県歯会

館にて全国共通がん医科歯科連携講習会が開

催された｡ 今回新たにがん連携登録医希望の

会員と現在登録している以外の連携区分に登

録希望の会員対象の講習会で昨年12月にも同

様の講習会を開催しており､ 参加人数は12月

が16名､ 今回は19名の参加者だった｡

初めに宇治理事よりがん医科歯科連携の事

業概要の説明と挨拶の後に講習会は始まった｡

今回も ｢全国共通がん医科歯科連携講習会

テキスト｣ に沿ったDVD講習会で､

１､ がん治療総説

(１) がん治療の理解

(２) がんの診断

２､ がん手術と口腔ケア

(１) 周術期における歯科介入の意義

(２) 呼吸器合併症 (誤嚥性肺炎) のリスク

(３) 挿管時トラブル

(４) 頭頸部､ 食道がんにおける術後合併症

３､ がん薬物療法を受ける患者の歯科治療・

口腔ケア

(１) がん薬物療法による口腔粘膜炎

(２) 口腔粘膜以外の口腔有害事象と対処

(３) がん薬物療養法中の歯科治療の考え方

(４) 造血幹細胞移植患者の口腔合併症

４､ 頭頸部放射線療法､ 放射線化学療法の患

者への歯科治療・口腔ケア

(１) 総論

(２) 放射線治療による口腔合併症 (有害事

象) と対処

(３) 放射線治療患者への歯科的注意事項

５､ BMA(Bone Modifying Agents)の使用に

関連する顎骨壊死と歯科治療・口腔ケア

(１) がん骨転移のメカニズムとBMAの薬

理作用

(２) BMAによる顎骨壊死の臨床病態と症例

―全国共通がん医科歯科連携講習会―

本県では会員の半数以上が連携歯科医として登録している

����������
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言語聴覚士の業務を学び､ 口腔ケアをとおして医科歯科
連携 (チーム) で活躍出来るように

―回復期病診連携歯科衛生士対象研修会―

３月４日(金) 午後７時30分より､ 県歯会

館に於いて､ ｢言語聴覚士の業務紹介と口腔

ケアを考える｣ と題して､ 熊本託麻台リハビ

リテーション病院の山本恵仙言語聴覚士によ

る研修会が開催された｡ １. 言語聴覚士､ ２.

対象となる疾患､ ３. 摂食嚥下障害の検査､

４. 言語聴覚士の視点から考える口腔ケア､

５. 託麻台リハビリテーション病院の取り組

みの順に講演され､ 41名の参加があった｡

小島副会長より開会の挨拶があり､ 回復期

病診連携の重要性､ 回復期病診連携の取り組

みと現況について説明があり､ 山本言語聴覚

士からもはじめに回復期リハビリテーション

病棟の存在価値は､ 発症早期から集中的にリ

ハビリテーションを提供し､ 短い入院期間で

在宅復帰・社会参加を実現する手助けをする､

医療と生活を繋ぐかなめであると述べられた｡

言語聴覚士 (Speech Language Hearing

Therapist＝ST) とは､ ｢聞く｣ ｢話す｣ ｢食

べる｣ の専門家である｡ 業務は､ 言語や嚥下､

聴覚に障害を持つ方に対しそれぞれの障害を

評価し､ 改善などを行うための援助を行う｡

例えば､ 脳に障害を負って失語症になった方

や声帯を切除したため発声訓練が必要な方な

どへの援助を行っている｡ このような問題の本

質や発現メカニズムを明らかにし､ 対処法を

見出すために検査・評価を実施し､ 必要に応

じて訓練､ 指導､ 助言､ その他の援助を行う｡

対象となる疾患は､ 脳血管障害､ 脳外傷､

脳腫瘍などの後遺症による高次脳機能障害､

失語症､ 構音障害､ 嚥下障害､ 肺炎による廃

用症候群などの他に聴覚障害や小児の言語発

達障害､ 自閉症も含まれる｡ 疾患ごと､ また

各人によって症状が様々であるため､ その方

に適した訓練､ コミュニケーション方法を一

緒に探していくことが大事である｡

摂食嚥下とは､ 外部から水分や食物を口に

取り込み咽頭と食道を経て胃へ送り込む運動

である｡ このいずれかに異常が起こることを

摂食嚥下障害といい､ 栄養不良や誤嚥､ 食べ

る楽しみの喪失など様々な問題を引き起こす｡

嚥下障害を評価するうえで重要な検査として

嚥下造影検査 (Videofluoroscopic examina-

tion of swallowing＝VF検査) がある｡ この

検査はＸ線透視下で造影剤を飲み込んでもら

い､ 口腔､ 咽頭､ 食道の働き､ 構造の異常､

食塊の動きを評価する方法であり､ 検査結果

をもとに食物・体位・摂食方法などを調節し

治療に反映させることが出来る｡ また特別な

検査用具を必要とせず､ 医師以外のコメディ

カルスタッフでも行える反復唾液嚥下テスト

(RSST) も嚥下機能スクリーニングとして

有用である｡ この検査は､ 30秒間嚥下運動を

繰り返させ､ 嚥下運動時に起きる喉頭挙上・

下降を触診で確認し30秒間に起こる嚥下回数

を数える｡ 30秒間に２回以下なら摂食嚥下障

害の可能性があると判定する｡

口腔ケアを言語聴覚士的視点で考えれば､

口腔機能の維持改善が最重要となる｡ 急性期

では廃用症候群などの２次的合併症予防､ 回

復期では経口摂取へ向けての口腔ケア､ 維持

期・生活期では､ 誤嚥性肺炎予防､ 口腔機能

維持向上及びQOLの維持向上が目標となる｡

若干､ 機能改善や維持という視点とは異なる

が､ 終末期では､ 口腔ケアは最期を迎える直

前まで可能なケアであるため､ 緩和ケアとし

ての位置づけも高い｡

����������
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３月５日(土) 午後３時より､ 県歯会館に

おいて､ ８０２０支援事業医療機関連携事業

評価会議が行われた｡

熊本大学からは､ 生命科学研究部産婦人科

学の大場准教授､ 生命科学研究部付属臨床医

学教育研究センターの古川准教授､ 県からは､

井上健康づくり推進課参事､ 山本子ども未来

課参事､ 本会からは､ 宮坂副会長､ 田上常務

理事､ 赤尾理事他地域保健５委員が参加し会

議を行った｡

報告においては､

① 早産予防対策事業

山本参事より事業概要の説明等を頂き､ 大

場准教授より今までの事業の説明とその効果､

また問題点としてCPI値のばらつきが健診を

行った場所ごとにでる場合があることの指摘､

また妊産婦歯周病セルフチェック表の改定を

行ってきて今解析等を行っているとの説明が

あった｡ また､ 本会からは県からの委託事業

として作成した早産予防のパンフレットと

DVDの説明を宮本副委員長と伊藤委員より

行った｡

② 糖尿病・歯周病医療連携

井上参事より事業の背景と説明､ 事業の流

れ等の説明を頂き､ 古川准教授より連携医制

度やＤＭ熊友パス等の説明､ ブルサークルメ

ニュー作成､ NPOの立ち上げ等の説明｡ ま

た糖尿病予防フォーラム (市民向け) 熊本糖

尿病ネットワーク研究会 (医療関係者向け)

の開催のお知らせと､ 熊本地域糖尿病療養指

導士の立ち上げについて説明を頂いた｡ また､

本会からは赤尾理事より総括的な報告､ 天草

地区での活動を小田委員､ また上益城地区で

の活動を志方委員より説明が行われた｡

協議においては､

① 早産予防対策事業

大場准教授より妊産婦用のセルフチェック

表を作成しているとの事､ その運用等の検証

を行ってほしいとの要望があった｡ また赤尾

理事から今回作成したDVD､ パンフレット

等は事業が進めば増刷等を行う予定はあるの

かという質問があり､ 山本参事より予算が通

れば増刷等も検討されるとの返答があった｡

宮坂副会長からは､ 出来上がったツールの使

い道を検討して､ 増やしてほしいとの意見が

あった｡

② 糖尿病・歯周病医療連携

田上常務理事より医科・薬科からも説明会

を行ってほしいとの意見が出ているとの報告

があり､ その説明会に使用するプレゼンを古

川准教授に見ていただき協議を行った｡

その他においては､ 二宮委員長より ｢職場

でスモールチェンジ！生活歯援プログラム｣

の事業の説明と今までの実績､ これからの事

業の流れと課題等が説明された｡

これからも今まで以上に歯科と医科､ また

他業種との連携が重要になってくると思われ

る｡ 本会もさらにこのような医療連携をこれか

らもより一層充実し､ 発展していく必要がある｡

(地域保健 伊藤 延隆)

―８０２０支援事業医療機関連携事業評価会議―

���������� ��� �
最後に､ 熊本託麻台リハビリテーション病

院での多職種を含めた嚥下チームの取り組み

が紹介され､ 平成26年６月より開始された医

科歯科連携の実績も増加してきており､ 今後

の口腔ケアはチームで活動することが重要で

ある｡ ｢お互いに協力し良い関係を築いてい

きましょう｡｣ とまとめられ､ 研修会は盛況

のうち午後９時に終了した｡

(総務・医療連携 福田 勇人)
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窩洞 (Ⅰ級､ Ⅴ級) はシェードを固定しても

問題ないとのことだった｡ べベルと波状形成

は唇面１～２㎜は必要でグラデーション効果

を期待して付与していく｡ 接着の基礎が重要

で､ エナメル質の接着が最も強く､ リン酸エッ

チングが重要で､ 象牙質の接着はEDTAに

て処理後プライマー塗布､ ボンディングへと

なる｡ 窩洞形成・充填方法として､ 合面接触

点印記､ 齲蝕の除去､ ベベルの形成 (直線に

しない)､ エナメル質のリン酸処理､ 象牙質

の処理､ ボンディング剤の塗布､ ファウンデー

ションレイアー (フロアブルレジンのみ)､

隆線の築盛､ キャラクタライズ､ 研磨となる｡

Ⅰ級窩洞充填のデモで午前の部を終了した｡

午後はⅠ級窩洞充填実習から始まり､ Ⅳ級

窩洞のデモ､ 実習を行っていった｡ 実習中も

活発な質問があり､ 実際に受講生各々に講師

が丁寧で細かなところまで指導されていた｡

最後に質疑応答があり､ 井上理事が謝辞を

述べ閉会となった｡ ５年ぶりの有料講演会開

催であったが､ かなり盛況であった｡ 来年以

降の開催も検討していきたい｡

(学術 内野 玲)

３月６日(日) 午前10時より県歯会館にて

｢予知性のあるダイレクト・コンポジット修

復の勘所｣ と題して､ 熊本市の川嵜俊明会員

を講師に､ 久留米市で開業の陶山新吾氏をア

シスタントとしてお迎えし､ 有料講演会が開

催された｡ 参加者は20名の先生と２名のスタッ

フ計22名であった｡ また､ UKデンタル､ GC､

オーラルケア､ ヘレウスの方々に協賛として

参加していただいた｡

井上理事の開会の挨拶後､ 片山副委員長の

司会にて進行し､ まず､ 修復治療の種類とし

て直接法と間接法の説明から始まり､ CR充

填の失敗経過不良としてシェード､ 形態不良､

術後の疼痛 (接着不良)､ 不適合､ 移行部の

褐線などがあるがこれについて原因とその対

処法について一つずつ解説された｡ また修復

物は永久には維持されないため､ 再治療の可

能性の説明､ MI (最小限の治療介入)､ 再治

療の時期を定期的にチェックしていく必要が

ある｡ 基本的にfunction, structure, biology,

この３項が重なっていくことが重要で､ その

結果estheticへとなっていく｡ 次に歯と顔貌

の評価で､ まず顔貌の評価､ 口唇と顔貌の評

価､ 歯列弓の評価､ 歯の評価を行っていく｡

実際のケースをCR､ ラミネートべニア､ ク

ラウンの症例提示があった｡ 次にシェードマッ

チングとして色の構成要素として色相 (赤青

黄色の色合い)､ 明度 (１つの色の中の明る

さ)､ 彩度 (一つの色の強さ) の説明があり､

特に明度が重要とのことだった｡ 天然歯の色

調についても説明があった｡

コンポジットレジンの材料の特性として透

明度はコンポジットの厚みで変化し白色背景

―有料講演会―

����������
参加者22名真剣に取り組む

��
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３月24日 (木) 午後６時30分より熊本県立

劇場に於いて､ ４月からの診療報酬改定に伴

い､ 社会保険医療において定義されている｢

保険医療機関及び保険医療養担当規則｣等の

さらなる理解と保険診療の質的向上及び適正

化を図ることを目的として､ 九州厚生局熊本

事務所と熊本県ならびに熊本県歯科医師会合

同により診療報酬改定説明会が行われた｡

まず初めに九州厚生局熊本事務所の内田正

和所長ならびに浦田会長より挨拶がありその

後集団指導として九州厚生局熊本事務所の篠

原雄二指導医療官より､ 診療報酬改定の概要

の説明がなされた｡

今回の改定は､ 平成37年に向けて地域包括

ケアシステムと効果的､ 効率的で質の高い医

療提供体制の構築を図り､ そのシステムに於

いて医療機能の分化及び強化さらに連携に関

する充実等に取り組むことを目的とするもの

である｡

歯科は0.61％の引き上げ率で､ 歯科医療の

さらなる推進として在宅歯科医療推進､ 周術

期における口腔機能の管理等､ 医療機関相互

の連携､ 生活の質に配慮した歯科医療の充実､

新規医療技術及び先進医療技術の保険導入､

患者の視点に立った歯科医療､ より高度歯科

医療の推進とそれに伴う診療報酬算定方法の

複雑化傾向となった｡

次に､ 九州厚生局熊本事務所の坂井亮介医

療指導監視監査官より施設基準に関する告示・

通知ならびに届出について説明があった｡

休憩をはさんで､ 田中理事より告示・通知

に関する改定のスライドを用いた説明があり､

椿理事より項目別改定内容及び清水委員長よ

り交付文書､ 各種届出の説明がそれぞれ行わ

れた｡ 会場内の会員は､ 真剣に説明､ 解説に

耳を傾けていた｡

また､ レジン前装金属冠の小臼歯への適応

範囲の拡大､ ファイバーポスト､ CAD／CAM

の大臼歯部への制限付き導入など新規医療技

術の保険導入が行われ､ 本会としても会員の

慎重な対応を求め､ 現状の把握と対策に向け､

かつ適正化を図るよう方針を早急に打ち出す予

定にしている｡

(社会保険 伊藤 守)

―診療報酬改定説明会―

����������
田中理事より告示や通知に関する説明

篠原指導医療官より改定の概要の説明

��� �
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３月５日(土) 午後４時30分から､ 県歯会

館にて開催された｡ 事務局による点呼が行わ

れ､ 総議員30名中26名の出席により会議の成

立を田中議長が宣言し開会された｡

―理事長挨拶―

本日は､ 27年度の通常組合会を開催しまし

たところ､ お集まりいただきましてありがとうご

ざいます｡ ご案内のとおり､ 28年度から定率補

助が改正になり､ 我が組合は５年の経過措置

はあるが､ 段階的に今の32％の国庫補助から

28％ということで､ ４％の補助のカットなりま

す｡ それにあわせて､ 非常に給付が増えており､

将来的にもいろいろと検討をする必要がある

のかなという時期にきています｡ 若干の余裕

はありますが､ この余裕があるときに将来展

望をしていく必要があると思っています｡

今回の定率補助の見直しが､ 実は一番影響

を受けたのが歯科医師国民健康保険組合です｡

同種同業の組合であるにもかかわらず､ 補助

金の率が､ 今32％ですが､ それが14％になる

組合が２組合､ 16％が２組合､ 18％が３組合､

20％が３組合､ 22％が４組合､ 24％が２組合､

26％３組合､ 28％７組合､ 32％のままが１組

合というふうに９通り出てくる｡ これは同一

業種でこういうことがあるというのは､ 所得

調査をしたのが本当に整合性があるのかどう

かということを､ 我々も今後これをもう少し

声高に言っていかないといけないと思ってい

ます｡ 他のところは､ 医師国保は13％という

ことで､ 一番影響を受けましたが､ 実は一番

最初のところは０から32％となっています｡

その０が13％になった訳ですから､ 医師国保

はそういう意味では､ 一番削減はされたと言っ

ても､ そういう同じところで落ち着いたとい

うことです｡ ところが歯科医師国保は､ 今言

いましたように９種類あるという｡ これは非

常に不合理ではないか｡ やはりこの所得調査

というのが適正なのかどうかを含めて､ 今後

そういうところもしっかりと言っていかない

といけないなというふうに思っています｡

本組合がしっかりと存続して､ うまく運営

できるように役員一同頭を悩ませています｡ 何

とか組合員の方々にご負担がかからない方法で､

将来的な見直しも必要になってくるかもしれま

せんので､ そういうことを含めて､ また協議で

少しご説明をさせていただきたいと思います｡

まず､ 健康家庭表彰が行われ､ ご出席の師

井淳吾組合員 (熊本市) に､ 浦田理事長より

感謝状が贈呈された｡

次に､ 議事録署名人に谷口議員 (熊本市)､

蓑田議員 (八代) が指名され､ その後､ 組合

員物故者に対して黙祷が行われた｡ 続いて上

野副理事長と桑田常務理事から､ 会務報告・

業務報告及び ｢マイナンバー制度規程・方針｣

について説明が行われ､ 谷口議員からプライ

バシーポリシーについて質問があった｡ その

後､ 片山監事より適正に処理されている旨の

監査報告が行われた｡

４％の補助カット

将来的に見直しが必要

��������
健康家庭表彰をうける師井淳吾組合員

―平成27年度通常組合会―
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議題は以下の５議案が上程された｡

第１号議案：熊本県歯科医師国民健康保険組

合規約一部改正 (案) の承認

第２号議案：28年度熊本県歯科医師国民健康

保険組合事業計画 (案) の承認

第３号議案：28年度熊本県歯科医師国民健康

保険組合歳入歳出予算 (案) の

承認

第４号議案：28年度熊本県歯科医師国民健康

保険組合役職員退職手当積立金

特別会計歳入歳出予算 (案) の

承認

第５号議案：28年度熊本県歯科医師国民健康

保険組合一時借入金

谷口議員から第３号・第５号議案について

質問がなされた後､ 採決に移り第１号議案～

第５号議案は､ いずれも賛成多数で原案通り

承認可決された｡

続いて協議に移り､ 執行部より ｢マイナン

バー・資格確認についてのお願い｣ について

以下の説明があった｡

組合員資格調査については､ ９～10月を予

定し､ ①被保険者の住所②組合員が従事して

いる業種③組合員が健康保険の適用を受ける

べき者かどうか④組合員が健康保険適用除外

を受けていることをいずれも客観的な証拠書

類を持って確認する｡ また､ 組合員のマイナ

ンバーを家族分を含めて同時に収集する｡

この後､ 秋山議員 (球磨)・森議員 (宇土)

から､ マイナンバーの本人確認方法について

質問がなされ､ 最後に瀬井理事の閉会の辞で

散会となった｡

(国保組合 守永 純一)

学校歯科保健推進大会

日 時 平成28年７月２日(土) 午後３時～６時

場 所 熊本県歯科医師会館 ４階ホール

講 師 国立モンゴル医科大学歯学部 岡崎 好秀 氏

松風共催学術講演会

日 時 平成28年７月31日(日) 午前10時～午後４時

場 所 熊本県歯科医師会館 ４階ホール

講 師 東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座主任教授 佐藤 亨 氏



日本は､ 諸外国に例をみないスピードで高齢
化が進行しており65歳以上の割合は国民の約４
人に１人､ その後2042年ピークを迎えると予想
されている｡ このため厚生労働省では団塊の世
代が75歳以上となる2025年を目途に住まい・医
療・介護・予防・生活支援が一体的に提供され
る地域包括ケアシステムの構築を推進している｡

菊池圏域においても､ 超高齢者社会への対応
は待ったなしの状況であり､ 医師会を中心に勉
強会､ 先進地区視察など…医療､ 介護､ 福祉の
多職種が集まって菊池郡市在宅医療ネットワー
クシステムの構築を行ってきた｡

その総決算として去る１月31日(日) に各自
治体､ 職種をまきこんで ｢在宅医療と地域包括
ケアシステム推進に関わる協定｣ が策定され､
その調印式とシステム啓蒙のため ｢知っていま
すか！在宅医療｣ と題した市民講座が菊池市文
化会館で開催された｡

われわれ菊池郡市歯科医師会も､ 在宅医療連
携の一翼を担うべく､ 以前より本事業に参画し
ており､ 調印式には宮川会長が臨席した｡

午後からの市民講座では在宅医療ジャーナリ
ストの塩田芳亨氏､ 菊池郡市医師会の宮本理事､
特別講演として岐阜市で内科を開業されている
小笠原文雄院長の講演があった｡

看取りを在宅で行いながら緩和ケアに携わっ
て小笠原院長は､ 寝たきりに近い状態で通院が
困難な患者さん､ 老衰・末期がん等の患者さん
を､ 往診・訪問看護をされてきた経験を講演さ
れた｡ ともすれば悲壮感が漂う介護の現場を､
連携する医療､ 介護スタッフのサポートによっ
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て最後まで自宅で看取ったご家族の表情は明る
く達成感にあふれており､ 今までの在宅ケアの
イメージを覆すものだった｡

宮本理事からは今回協定を結んだ ｢在宅医療
と地域包括ケアシステム推進に関わる協定｣ に
ついての説明があった｡ 病院や施設から自宅に
帰っても24時間365日､ 切れ目のない処置が受
けられるこの地域包括ケアシステムは菊池方式
といわれ先進的だということだったが､ このよ
うなシステムが構築できた背景には三師会合同
の講演会や旅行など､ 日頃医・歯・薬間のコミュ
ニケーションがうまくいっているからこそだと
思った｡

塩田氏の講演では､ 同氏がご両親を在宅で看
取った経験から､ 自分が生まれ育った家で家族
に囲まれながら亡くなってゆく姿を見届けるこ
とで家族も絆が強まり､ 故人に対して思い残す
ことが無くなる…といった在宅ならではのエピ
ソードをお話しされた｡ なかでも印象的だった
のが､ 在宅に歯科が関わることの重要性だった｡
口腔ケアは感染症防止ばかりでなく食事をする
際､ 口腔乾燥の防止潤滑剤としての役割や､ しゃ
べる､ 笑う､ といった人間の尊厳に関わる口腔
の役目､ ひいては食の専門医としての歯科医師
の役割が今後期待されている…ということを強
調されていた｡

この市民講座をとおして私たち歯科医師も地
域包括ケアシステムの当事者である…という事
を自覚し､ 要請があればきちっと対応できるよ
う各々が準備を整えておく必要性を強く感じつ
つ帰路についた｡ (�木 公康)

菊池郡市歯科医師会�����������������������������
―在宅医療と地域包括ケアシステム推進事業―

在宅緩和ケアにつて語る小笠原院長

調印式後に一同で記念撮影
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２月27日(土) 午後１時より､ 天草地域医療

センター ｢ヒポクラート｣ にて第199回糖尿病

教室が開催され､ 今回は年１回の市民公開講座

とし ｢糖尿病市民講座｣ が開催された｡

血糖値測定､ 健康相談を行った後､ 竹下哲二

上天草総合病院眼科医師による ｢糖尿病網膜症｣

について､ 天草地域医療センターの杉本真紀氏

による ｢糖尿病対応の“食事”｣ について､ そ

して今回初めて歯科関係で天草市・中嶋歯科医

院の神田愛梨歯科衛生士による ｢糖尿病と歯周

病の関連｣ について講演があった｡ なお､ 神田

歯科衛生士は､ 熊本地域糖尿病療養指導士の試

験において歯科衛生士で初めて合格した中の１

人である｡

神田歯科衛生士の講演では､ 歯のみならず口

腔状態とりわけ歯周病と糖尿病は関係があり､

歯周状態を良好に維持管理することの重要性を

話され､ 特にブラッシング方法は動画を使用し､

分かりやすい啓発講演であった｡

糖尿病だけではなく､ 歯周病が全身に及ぼす

様々な影響が近年解明されている｡ そのために

は医科歯科連携を多方面で構築することが重要

となっている｡ 今回の講演はその一端を担った

素晴らしい講演であった｡ (小田 哲也)

天草郡市歯科医師会������������
―糖尿病市民講座 (第199回糖尿病教室)―

歯科衛生士として市民に啓発

天草郡市歯科医師会

４月16日(土) 午後４時より肥後銀行天草支

店ホールにて毎年恒例の通常総会が執り行われ

た｡ 今年は２年に１回の点数改定という事で､

まず午後２時より中嶋敬介会員による社保点数

改定説明会が行われた｡ 特に今年の最大の変更

点である多種の特掲診療料について､ わかりや

すく説明して頂き､ 会員も熱心に耳を傾けてい

た｡

その際中､ 熊本地震の大きな余震が２回ほど

起こり､ 不安を抱える中､ 総会が行われた｡ 昨

年度の行事・会計の報告､ 糖尿病・歯周病連携

事業や今年度の事業計画の説明等が行われた｡

後の懇親会は地震の影響で､ 必然的に中止となっ

た｡

��������
―通常総会―

点数改定の説明が行われた

今回被害を受けた会員の方々には心よりお見

舞い申し上げます｡ (松原 崇士)

�����
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３月２日(水) 山鹿市民医療センターにて医
科歯科連携の研修会が行われた｡

吉岡明子山鹿市民医療センター救命救急室長
に､ 救急患者を受け入れる医師の立場から､
｢もしもアナフィラキシーが起こったら｣ とい
う演題で御講演頂いた｡

現在は高齢化社会であるが､ アナフィラキシー
ショックは年齢に関係なく起こる｡ まず､ 歯科
診療所で､ 患者さんにアレルギー等の問診は必
ず聞かなければならない｡ 患者さんによっては､
アレルギーを自覚していなかったり､ 何の薬剤
でアレルギーが起こったか覚えていない場合が
あるので､ 注意が必要となる｡ アレルギー反応
は何で起こるか解らないが､ 死亡例で最も多い
アレルゲンは薬剤である｡ 休ませて､ 回復すれ
ばいいが､ アナフィラキシーショックの場合､
対応の遅れは､ 死亡､ 重篤な後遺症につながる｡
119番で救急車を呼ぶ場合､ 救急隊員が来るま
でに､ 意識レベル､ 呼吸､ 血圧､ 脈拍等を観察
し､ 必要があれば､ エピペン等のアドレナリン
の筋注投与が必要になる｡ 余裕があれば静脈ルー
トの確保もしてほしいとの事だった｡ 一番基本

的な事だが､ 救急隊員に患者の氏名､ 生年月日､
年齢､ 状況等も落ち着いて伝えてほしいとの事
だった｡

30分予定の研修会であったが､ 会員からの質
問も多く､ 約２時間半､ 御講演頂いた｡

患者さんが急変した時､ 我々歯科医師は､ ど
うしても慌ててしまいがちである｡ この研修会
を受講して､ 出来るだけ冷静に対応できるよう
に､ 定期的な訓練やスタッフとの役割分担を日
頃から確認する必要があると思った｡

(小林 聡)

山鹿市歯科医師会��������������
―医科歯科連携研修会―

患者さんが急変したとき冷静に対応できるように

�����

菊池郡市歯科医師会

３月17日(木) 午後８時より菊池郡市歯会館
にて､ 定時総会が催された｡ 高木副会長の開会
の辞､ 宮川会長より ｢一人一人が会の為に真剣
に取り組んでほしい｣ と挨拶された後､ 議長に
加藤会員・副議長に阿久根会員を選出し､ 総会
は開始した｡ 城専務理事より平成27年度の会務
報告､ 田中常務理事より会計現況報告があり､
その後新入会員の植木会員より入会の挨拶が行
われた｡

議事では第１・第２号議案の承認を求める件
において､ 田中常務理事より平成27年度の実績
書及び28年度の予算案の説明があり､ 委員会の
各理事より事業計画・予算書の説明が行われ､
北川・中村両監事により適正に処理されている
という事で満場一致で承認された｡

協議では､ 会館負担金についての検討事項と
して､ ①負担金の額②診療所単位とすることに
ついての良い点・問題点③その他 (会員の負担

���������
―定時総会―

の公平性) などが報告され､ 更に審議を深めて
いくという事で一致した｡ その後 明受副会長
より閉会の辞があり､ 総会は終了した｡

総会終了後､ 郷原地域保健担当理事より後期
高齢者健診事業について､ 続いて県歯の高田学
校歯科委員より学校歯科健診変更点について説
明会が行われた｡ (渡邊 敬之)

全ての議案が承認された
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―祝賀会―
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４月１日(金) 午後７時より ｢玉名司ロイヤ

ルホテル｣ にて増田憲元会員の文部科学大臣表

彰受賞祝賀会が開催された｡ 増田会員は神奈川

歯科大学を卒業後､ 川崎歯科にて臨床経験を積

まれ昭和51年先代の顕氏とともに玉名市横島町

で開業｡ 開業と同時期歯科医師会に入会､ その

後玉名郡市会長など､ 多くの要職を長年務め､

現在は玉歯会監事､ 県歯連盟監事を務めている｡

今回地域歯科医療ならびに歯科保健・福祉の向

上に貢献された功績が認められ､ 昨年12月愛媛

県で開催された ｢全国学校保健・安全研究大会｣

で文部科学大臣表彰を受賞された｡

祝賀会は大林専務理事の司会のもと増田会員

の人柄の良さ､ 穏やかで楽しい性格のせいか終

始笑顔の絶えない柔和な雰囲気となった｡ 高崎

副会長の開会の挨拶後､ 発起人代表として森会

長の挨拶があり､ その中で ｢増田会員が受賞さ

れた事は本会の誇りです｡ 今後も健康に留意さ

れバイタリティーあふれるリーダーシップで私

達をご指導下さい｡｣ と話された｡ 続いて浦田

県歯会長､ 神奈川歯科大学同窓会＆友人代表と

して赤城会員､ 小島県歯副会長の祝辞があった｡

３名の方のご祝辞は増田会員の人柄の良さ､ 真

面目さ､ 強い信念､ リーダーシップ､ 色んなマ

メさ!?を絶賛された｡ 祝辞の後､ 小柳理事から

増田会員の経歴紹介があった｡ そのあと女性会

員の原会員と城井かおり会員から花束＆記念品

の贈呈があった｡ それぞれ増田会員に微笑まし

いお祝いの言葉があり､ 会もいっそう和やかに

なった｡ そして受賞者増田会員の ｢古希を迎え

てますます健康に留意し微力ながらこれからも

地域のため歯科医師会のために頑張ります｡ こ

のような盛大な祝賀会を計画された玉名郡市会

員の皆様に感謝申し上げます｡｣ と挨拶があっ

た｡ その後､ 福富義人会員の乾杯の音頭で祝宴

が始まり､ あちこちで増田会員を囲んで盛り上

がり､ 時間の経つのも忘れるくらい楽しく和や

かな祝宴だった｡

宴もたけなわの時間に渡辺県歯専務理事の万

歳三唱があり､ 最後に犬束常務理事が ｢今日の

祝賀会は誰一人途中で帰らず最後まで全員で増

田会員をお祝いしたのも先生の人徳でしょう！｣

との挨拶に出席者全員､ 大拍手だった｡ 祝賀会

のあと､ 増田会員を連れ立ち多くの会員が２次

会､ ３次会へと向かった｡

(春野 惟一)

増田会員受賞の挨拶

�����
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４月20日(金) 午後７時30分より玉名文化セ

ンターにおいて荒尾・玉名特別合同学術講演会

が行われた｡ 講師に長崎大学特殊歯科総合診療

部摂食嚥下リハビリテーションセンターの三串

伸哉講師に ｢地域で行う摂食嚥下リハビリテー

ション｣ という演題で講演頂いた｡ 当日は熊本

大震災の影響で開催が心配されたが､ 荒尾・玉

名地区は比較的被害が少なく又講師の御厚意も

あり､ 予定通り開催する事が出来た｡ 現在は昔

に比べて歯が残っている高齢者が増え､ それに

伴い歯周病は増えている｡ 歯周病で口の中が汚

れていれば､ 呼吸器疾患など全身に悪影響を及

ぼす｡ 今後はそれに対応する為に歯科が必要と

の事である｡ 摂食嚥下リハビリテーションの流

れは ｢問診｣ → ｢評価｣ → ｢環境設定・機能訓

練｣ である｡ その中で最も大切なのは内視鏡､

造影を用いた評価であり､ 評価する上で注意す

る点は簡単に出来る訓練を提供するのではなく､

ギリギリ行える負荷を見極める事が重要である

と説明された｡ 又最近では呼吸器内科開業医で

の内視鏡検査の実施が増えているので歯科がお

いていかれないようにしなければと言われた｡

嚥下内視鏡検査 (VE) を用いて嚥下評価を

するうえで大切な事は､ 評価後の管理は現場の

人にゆだねる為､ なるだけ多くの職種が同席し

て話し合いながら行う事が重要であるとの事｡

講義の後は内視鏡の実演をして頂いた｡

今後我々歯科医師はこの分野を学び､ 内視鏡

を使用して摂食嚥下リハビリテーションに積極

的に取り組む必要性を痛感させられた｡

(永廣 有伸)

荒尾市・玉名郡市歯科医師会������������������������������
―荒尾・玉名特別合同学術講演会―

講師による内視鏡の実演

�����

３月26日(土)､ 午後３時30分より人吉旅館に

て通常総会が開催された｡ まず､ 開会に先立ち

議長に入江会員を選出した｡ 開会の辞を中原副

会長が述べ､ その後､ 物故者会員に対する黙祷､

引き続き与田会長より次年度は会長として二期

４年目の年であり取り組んでいる課題を仕上げ

ていきたいとの挨拶があった｡ その後､ 活動報

告があり続いて議事について第１号議案から第

４号議案まで審議が慎重に行われ無事承認され

た｡ 協議事項が最後行われ､ 閉会した｡ 閉会後､

清水社保担当理事より今回の点数改定に伴う説

明会が行われ､ 会員全員真剣に聞いていた｡ そ

の後場所を変え､ 懇親会に移り､ １年間の会の

総会後､ 点数改定説明が行われた

活動に対し日頃の労をねぎらい遅くまで､ お酒

を酌み交わしていた｡

(御手洗 肇)

人吉市歯科医師会 �������
―通常総会―
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①今もっとも関心のあることを
教えてください｡
②自分が希望する歯科診療とは
どのようなものだとお考えで
すか｡
③他の歯科医院にはない自分の
医院の特色を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

第第１１種種会会員員
川野 智美
(カワノ トモミ)

熊本市北区清水新地3-5-54

ともみっこ歯科

①自分の診療技術の向上です｡
②集中力のいる分野なので､ 本当は保険診療
でもゆとりのある治療時間が欲しいです｡
③全身写真及びモアレ写真等を利用しながら､
顎位を診ていくことと､ ポセイドンを導入
し､ 衛生面に気をつけていることです｡
④食育などを通して､ 地域の方の役に立ちた
いです｡

鶴野 剛士
(ツルノ ゴウシ)

葦北郡津奈木町
岩城497-1

鶴野歯科医院
①患者様の歯に対するモチベーションをいか
に上げ､ いかに保っていくことができるの
か｡
②熊本県は全国各都道府県と比較し､ 各年代
において､ DMFT指数が下位だと認識して
おります｡ 私事ですが､ 過疎が進んでいる
地域で診療に携わっていく中で､ 老若男女
問わず､ 地域に貢献していければと考えて
おります｡
③高齢者が多く､ 教科書的な診断では要抜歯
になるような歯を患者の希望により残すよ
うに努力し､ また､ その歯が機能するよう
になる事が多い症例もあるが､ 難解なもの
が多いということ｡
④地域に貢献できるよう､ 急逝した父の名に
恥じぬよう頑張り､ 精進していきます｡�岡 秀樹

(タカオカ ヒデキ)

熊本市東区花立2-6-1

いつき歯科医院

①予防歯科に力を入れたいと考えており､ 勉
強中です｡
②地域に密着し､ 患者さんとの信頼関係を大
切にした診療です｡
③いつき (樹) にも願いを込めましたが､ ス
タッフ皆で支え合い地域に根ざした歯科医
院を目指して行きたいと考えています｡
④まだまだ未熟者ですが､ 継続的な情報収集
と分析で､ 質の高い歯科診療を提供し､ 又､
アットホームな歯科医院を作ります｡

濱崎 研吾
(ハマサキ ケンゴ)

天草市有明町大浦1565

浜崎歯科医院

①天草のイルカとの触れ合い｡
野生のイルカと一緒に泳ぐこと｡
それらを通して癒しの活動に繋げていくこ
と｡

②患者の立場に立って､ 治療を行うこと｡
③スタッフ皆､ 仲が良いこと｡
地域の方々の立場を考えた行動が出来るこ
と｡

④口腔内だけでなく､ 口腔と全身との関係を
大事にした診療を通して､ 縁ある方々､ 地
域・社会に貢献していくこと｡
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原田 真紀子
(ハラダ マキコ)

八代市永碇町944

原田歯科医院

①・家族､ 愛犬の健康
・姪っ子と甥っ子の成長

②・自分本位にならず患者さんの思いや希望
にできるだけ添えるような診療
・治療中リラックスして頂けるような院内
の雰囲気

③昨年父の代から開業40年を迎えたので親子
４世代で昔から通院して頂いている患者さ
んや私の幼い頃から勤務するスタッフ達が
いること

④自分のできる範囲のことを精一杯頑張りま
す｡

赤星 一郎
(アカホシ イチロウ)

山鹿市方保田2815-1

あかほし歯科

①今は地震のこと､ 今後の復興のことが気が
かりです｡
②診療のことではありませんが､ 患者さん一
人一人がもう少し口腔内の健康に興味を持っ
てくれたらと思います｡
③特にありません｡
④息子に障がいがあるので､ 障がいを持つ人
達の治療に携わることができればと思いま
す｡

第第２２種種会会員員
中村 典子
(ナカムラ フミコ)

天草市南新町7-8

中村歯科医院

①より質の高い治療システムをつくり上げる
ことです｡
②患者様に信頼される歯科診療であり､ より
シンプルでスピーディな歯科臨床を目指し
たいと思います｡
③環境とシステムを完備した施設であると自
負しています｡
④地域に貢献していきたいと思います｡
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会 務 報 告
所管 日付 摘要 出席者

総 務

２月12日 第772回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

12日
本会事業・会計監査

H28. １月末現況監査
久々山・西野監事､ 浦田会長､ 中嶋
副会長､渡辺専務理事､八木常務理事

17日

歯科医師国民年金代議員会 (東京・パレスホテル) 牛島常務理事

委託事業打合せ (県庁)
(１) 平成28年度委託事業

宮坂副会長

第10回理事会
【承認事項】 (１) 名義後援使用依頼
【議題】 (１) 平成27年度熊本県委託事業に係る予算

(２) 平成27年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書 (案)
(３) 熊本県歯科医師会110周年記念事業 ほか

浦田会長他牛島常務理事・井上・宇
治理事を除く全役員､ 伊藤学院長､
宮本代議員会議長､ 玉置代議員会副
議長

18日 民事調停 (熊本地方裁判所) 前野会員

20日 九州各県会長会議 (ホテルニューオータニ佐賀) 浦田会長

20日 九地連協議会 (ホテルニューオータニ佐賀)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木常務理事､ 澤田事務局長

21日 九州各県事務局長連絡会 (佐賀・マリトピア) 澤田事務局長

22日 日本歯周病学会第７回九州地区臨床研修会反省会 (熊本市)
浦田会長､ 小島副会長､ 田上・牛島
常務理事､ 赤尾・井上理事

23日 国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター運営委員会 (国立病院熊本医療センター) 浦田会長

24日

第15回常務理事会
(１) 新入会員の承認
(２) 熊本県における死因究明等の推進に係る事務担当者会議の出席者
(３) 事業企画案 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

25日 第22回中規模県歯科医師会連合会会議 (アルカディア市ヶ谷) 浦田会長､ 小島副会長

26日

第121回都道府県会長会議 (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

熊本地裁・簡易裁判所調停委員勉強会 (熊本地方裁判所) 前野会員

月次監査
１月末会計現況監査

久々山・西野監事

27日 前岩手県歯会会長箱崎守男先生旭日小綬章受章祝賀会 (盛岡グランドホテル) 浦田会長

３月３日

第２回県後発医薬品安心使用・啓発協議会 (熊本テルサ) 八木常務理事

第16回常務理事会
(１) 平成27年度第２回臨時代議員会事前質問の回答
(２) 平成27年度第２回臨時代議員会タイムスケジュール
(３) 回復期リハビリテーションと歯科連携リーフレット ほか

浦田会長他小島副会長を除く常務理
事以上全役員

くま歯キャラバン隊 [熊本市]
(１) 新しい学校歯科活動方針 受講者：62名

大林理事

４日 熊本民事調停協会研修会 (熊本地方裁判所) 前野会員

５日

故木村義浩会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 (熊本市) 浦田会長

8020支援事業・医療機関連携事業評価会議
(１) 熊本型早産予防対策事業 (２) 糖尿病歯周病医療連携事業

宮坂副会長､ 田上常務理事､ 赤尾理
事他５委員

６日 県歯科衛生士会創立五十周年記念式典・祝賀会 (ホテルニュースカイ熊本)
浦田会長他中嶋副会長を除く常務理
事以上全役員､ 澤田事務局長

10日

第182回日歯臨時代議員会 [１日目] (日歯会館) 浦田会長､ 中嶋副会長

人事評価打合せ 渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事

くま歯キャラバン隊 (玉名郡市) (玉名市文化センター)
(１) 新しい学校歯科活動指針 受講者：23名

大林理事

11日 第182回日歯臨時代議員会 [２日目] (日歯会館) 浦田会長､ 中嶋副会長

12日

臨時代議員会
[議事] 第１号～第５号議案
[協議] (１) 時局対策

宮本議長､ 玉置副議長他48議員､ 浦
田会長他全役員､ 伊藤学院長

県作業療法士法人会設立二十周年記念式典・祝賀会 (ホテルニューオータニ熊本) 宮坂副会長

14日 熊本県における死因究明等の推進に係る事務担当者会議 (県庁) 澤田事務局長

15日 県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会保健福祉推進部会 (ホテル熊本テルサ) 小島副会長

16日

県介護実習・普及センター運営委員会 (県総合福祉センター) 八木常務理事

県へき地医療対策に関する協議会 (熊本テルサ) 井上理事

第17回常務理事会
(１) 8020推進財団指定研究事業 ｢歯科医師を対象とした歯と全身の健康､ 栄養との関連

に関する研究｣ 10年後調査
(２) (学院) オートクレーブの購入
(３) 定期便への同封及び広報誌への広告依頼 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

くま歯キャラバン隊 [荒尾・玉名郡市] (玉名市文化センター)
(１) 後期高齢者歯科口腔健康診査事業説明会 受講者：50名

赤尾理事

17日 第３回県地域医療構想検討専門委員会 (テルウェル熊本ビル) 浦田会長

自 平成28年２月12日
至 平成28年４月24日
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所管 日付 摘要 出席者

総 務

18日

県総合保健センター理事会並びに常務理事会 (県総合保健センター) 浦田会長

熊本地裁・簡易裁判所調停委員勉強会 (熊本地方裁判所) 前野会員

肥後医育振興会評議員会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長

22日 第７回県地域医療等情報ネットワーク連絡協議会 (テルウェル熊本ビル) 宮坂副会長

23日

第11回理事会
【承認事項】 (１) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼

(２) 名義後援使用依頼
(３) 第18回日本歯科医療管理学会九州支部学術大会大会会長就任依頼 ほか

【議題】 (１) 特定個人情報を取り扱う事務局職員の責任者及び担当者
(２) ３階プロジェクター天井取付け
(３) 熊本県歯科医師会創立110周年記念式典の開催期日及び実行委員会の設備

ほか
【協議事項】 (１) 熊本県学校保健会への支援

浦田会長他大林理事を除く全役員､
伊藤学院長

29日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

くまもと歯の健康文化賞委員会
(１) 平成28年度候補者審査

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上常務理事

30日 第６回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会 (県庁) 小島副会長

31日
月次監査

２月末会計現況監査
久々山・西野監事

熊本市歯会通常総会 浦田会長

４月２日

宇土郡市歯会総会 (宇土市) 浦田会長､ 八木常務理事

くま歯キャラバン隊 [天草郡市] (ホテルサンロード)
(１) 正確なレセプト請求のポイント 受講者：30名

清水委員長

６日

第774回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

第18回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 定時代議員会開催までのスケジュール
(３) 会館利用内規の一部改正 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

８日 荒木鑑識課長との面談 (県警本部) 牛島常務理事､ 澤田事務局長

９日
熊本機能病院開設35周年感謝の夕べ (熊本ホテルキャッスル) 小島副会長､ 牛島常務理事

石川県歯会会長招宴 (金沢市) 浦田会長

10日
石川県歯会新会館披露・落成記念式典並びに創立90周年記念式典祝賀会 (石川県歯会館､
ホテル日航金沢)

浦田会長

14日 地域医療介護確保基金に係る厚労省ヒアリング事前打合せ (テルウェル熊本) 宮坂副会長､ 澤田事務局長

15日

第１回地震災害対策本部会議
(１) 支援物資提供依頼に対する対応 (２) 熊本県 (歯科医療救護活動) の協定に基づく対応
(３) 支援をいただいた各県歯科医師会へのお礼 ほか

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・八木常務理事､ 宇治理事

くま歯キャラバン隊 [八代] (八代歯会口腔保健センター)
(1) 在宅歯科診療及び口腔機能向上､ 高齢者の心身の特性､ 緊急対応､ 口腔機能管理
受講者：31名

松本理事

16日
第２回地震災害対策本部会議
(１) 支援物資提供依頼に対する対応 (２) 熊本県 (歯科医療救護活動) の協定に基づく対応
(３) 避難所における被災者の口腔ケアの対応

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 竹下・赤尾・田中・椿理事

18日
第３回地震災害対策本部会議
(１) 災害対策本部業務分掌 (２) 今後の情報収集 (３) 支援物資の取扱い ほか

浦田会長他田上常務理事・赤尾・井
上理事を除く全理事､ 伊藤学院長他
７名

19日 急性期後における地域災害保健・医療提供体制連絡調整会議 (県庁) 牛島常務理事

20日

地震対策について西村参議院議員との面談 浦田会長､ 渡辺専務理事

第19回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 110年記念事業の会場 (３) 歯科用水銀・アマルガムの処理 ほか

浦田会長他田上常務理事を除く常務
理事以上全役員

第４回地震災害対策本部会議
(１) 被災地への対応

浦田会長他田上常務理事を除く常務
理事以上全役員､ 宇治理事

23日
第５回地震災害対策本部会議
(１) これからの歯科医療支援活動 (２) 救護班受付票の取り扱い

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事､
松本・竹下・椿・宇治理事､ 坂田会
員他11名

学 術

２月13日
第20回熊本県歯科医学大会試写
(１) 講師との打合せ・スライド試写

園木委員

14日
第20回熊本県歯科医学大会

受講者：150名 講師：安束歯科医院 (福岡県) 安束俊夫院長
浦田会長､ 牛島常務理事､ 井上理事
他全委員

17日 第71回医歯連携セミナー (国立病院熊本医療センター) 井上理事

３月６日
有料講演会

受講者：22名 講師：川�歯科医院 (熊本市) 川嵜俊明院長
井上理事他４委員

18日
学術委員会
(１) ５／14救急救命講演会 (２) ７／31松風共催学術講演会
(３) 日歯生涯研修DVDセミナー及び会員発表日程 ほか

井上理事､ 堀川委員長他全委員
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地域保健

２月16日
いきいき健康長寿講演会 (志岐集会所ホール) 小田委員

熊本型早産予防対策事業報告会 (菊池郡市歯会館) 郷原委員

18日

青山製作所熊本工場事業所健診 (高森町) 健診者数：12名 片山公則会員

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱くまさんメディクス) 歯科衛生士２名

熊本型早産予防対策事業報告会 (やつしろハーモニーホール) 宮本副委員長

23日 熊本型早産予防対策事業報告会 (熊本大学山崎記念館) 赤尾理事

25日
青山製作所熊本工場事業所健診 (高森町) 健診者数：７名 片山会員

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱アルファ・システム) 歯科衛生士２名

26日 協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱アルファ・システム) 歯科衛生士２名

27日

糖尿病・歯周病医療連携研修会 (益城町交流情報センター)
受講者：75名 講師：熊本大学大学院 古川昇准教授

田上常務理事､ 赤尾理事他１委員

糖尿病・歯周病医療連携研修会 (益城町交流情報センター)
(１) 上益城圏域における今後の糖尿病・歯周病医療連携の取り組み

田上常務理事､ 赤尾理事他１委員

３月３日
らくのうマザーズ事業検診 (熊本市) 健診者数：11名 井手会員

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (九州日紅㈱) 歯科衛生士２名

７日 全国健康保険協会熊本支部第２回健康づくり推進協議会 (熊本大学) 赤尾理事

９日 県歯科保健推進会議 (熊本テルサ) 田上常務理事

14日 くまもと21ヘルスプラン推進委員会及び県地域・職域連携推進協議会 (県庁) 赤尾理事

15日 県糖尿病対策推進会議 (テルウェル熊本ビル) 赤尾理事

18日
生活歯援プログラム打合せ
(１) 来年度の事業予算及び事業計画 (２) 事業実施における流れ
(３) 事業実施における問題点と解決策 ほか

田上常務理事､ 赤尾理事他２委員

28日
歯と口の健康週間実行委員会
(１) 平成27年度事業会計収入支出決算 (見込み) (２) 平成28年度事業実施要領 (案)
(３) 歯と口の健康週間事業会計収入支出予算 (案) ほか

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・八木常務理事､ 大林・竹
下・赤尾理事

社会保険

２月27日

社会保険個別相談会 相談者：２名 桐野・橋本副委員長他８委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別指導相談対応
(３) 報告事項と今後の日程 ほか

中嶋副会長､ 田中理事､ 清水委員長
他全委員

３月４日 レセプトチェックセンター (荒尾市) 相談者：１名 田中理事

５日 第２回個別指導対策社会保険説明会 受講者：38名
田中理事､ 清水委員長､ 桐野・橋本・
野田副委員長

７日 社会保険個別相談会 (西原村) 相談者：１名 園田委員

８日
第２回日歯社会保険委員会 (日歯会館) 椿理事

都道府県社会保険担当者理事連絡協議会 (日歯会館) 田中・椿理事､ 清水委員長

10日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) ４医療機関 渡辺・舩津・園田委員

11日

九州厚生局との打合せ
(１) 点数改定説明会

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長

社会保険小委員会
(１) 点数改定説明会配布資料

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他５委員

17日 熊本市歯会社会保険研修会 椿理事

19日
社会保険小委員会
(１) 点数改定説明会打合せ

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他２委員

19日
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応 (３) 報告事項と今後の日程 ほか

田中・椿理事､ 清水委員長他全委員

22日
社会保険小委員会
(１) 点数改定説明会予演会

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他３委員

24日 点検改定説明会 (県立劇場)
浦田会長､ 中嶋副会長､ 田中・椿理
事､ 清水委員長他全委員

４月２日 九大歯学部同窓会熊本県支部社会保険説明会 椿理事

５日 レセプトチェックセンター (荒尾市) 相談者：１名 田中理事

６日 八代歯会施設基準説明会 (八代歯会口腔保健センター) 今�委員

12日
社会保険小委員会
(１) 平成28年度点数改定質問に対する回答 (２) 支払基金点数改定質疑応答
(３) 保険だより

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他３委員

16日 天草郡市社会保険説明会 (肥後銀行天草支店) 中嶋副会長

所管 日付 摘要 出席者

学 術
22日

㈱松風との打合せ (八代市)
７／31開催松風共催学術講演会打合せ

井上理事

４月15日 平成28年度日歯生涯研修セミナーDVD版収録 (日歯会館) 牛島常務理事

広 報

２月18日
広報小委員会
(１) 会報３月号校正 (２) 会報作成日程

竹下理事､ 岩崎委員長他３委員

22日
テレメッセ打合せ
(１) ３月９日放送分

竹下理事
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学校歯科

２月12日 県高等学校保健会第３回理事会 (濟々黌高校) 宮坂副会長

16日 日学歯加盟団体長会 (日歯会館) 浦田会長

18日
県学校保健会第２回総務委員会 浦田会長

県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

19日
各郡市小学校歯科担当者会議並びにむし歯予防対策事業報告会
(１) 学校歯科活動指針 (健康診断の変更) (２) 学校歯科検診結果表
(３) 熊本県のフッ化洗口の実施状況 ほか

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 大林理事､ 河原委員長他全委員

22日

むし歯予防対策事業打合せ
(１) 各郡市学校歯科担当者会議並びにむし歯予防対策事業報告会でのリーフレットに関

する意見
(２) リーフレット校正①の内容
(３) リーフレットデータの本会ホームページへの掲載

宮坂副会長､ 大林理事､ 河原委員長
他１委員

23日
第39回むし歯予防全国大会第１回実行委員会
(１) 実行委員会設置要綱 (案) (２) 第39回むし歯予防全国大会の共催・後援の依頼先
(３) 第39回むし歯予防全国大会のテーマ ほか

浦田会長､ 渡辺専務理事､ 八木常務
理事､ 大林理事､ 河原委員長､ 澤田
事務局長

26日
むし歯予防対策事業打合せ
(１) リーフレット校正②に関する意見 (２) リーフレット校正②の修正内容
(３) リーフレットの配布

大林理事､ 勇委員

３月２日 県学校保健会第２回理事会 浦田会長､ 宮坂副会長

９日 県歯科保健推進会議 (熊本テルサ) 大林理事

10日 第39回むし歯予防全国大会への共催依頼 (熊本市役所) 大林理事､ 澤田事務局長

15日
むし歯予防対策事業打合せ
(１) リーフレットからパンフレットへの変更
(２) パンフレット校正の修正内容

大林理事､ 勇理事

16日 県学校保健会第２回評議員会 (在宅訪問薬剤師支援センター) 浦田会長､ 大林理事､ 河原委員長

17日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

23日 日学歯総会 (日歯会館) 大林理事

４月８日
学校歯科委員会
(１) 年間事業行事予定 (２) 歯の祭典上映用パワーポイント
(３) 学校歯科保健推進大会 ほか

大林理事､ 河原委員長他全委員

所管 日付 摘要 出席者

広 報

３月１日
NHKテレメッセ収録
(１) ３月９日放送分

竹下理事

11日
広報小委員会
(１) 会報４月号編集・校正

竹下理事・岩崎委員長３委員

12日 第２回臨時代議員会取材 永廣副委員長､ ��委員

22日
広報小委員会
(１) 会報４月号第２回校正 (２) 会報作成日程

竹下理事､ 永廣副院長他２委員

４月11日
広報小員会
(１) 会報５月号編集・第１校校正 (２) 歯の祭典､ 定時代議員会取材者決め

竹下理事､ 岩崎委員長他３委員

医療対策

２月19日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 医療対策講演会 (３) 委員提出議題 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他７委員

３月18日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 医療対策講演会 (３) 平成27年度事例分析 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

29日 第３回医療安全研修会 (ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ) 小島副会長､ 冨屋理事

４月13日
医療対策小委員会
(１) 平成27年度医療相談事例分析集計

岡田委員長他１委員

センター・
介護

２月13日 障がい者歯科保健推進協議会

浦田会長､ 小島・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 田上常務理事､ 松岡セン
ター長､ 松本理事､ 平井委員長他２
委員

17日 第２回 ｢健康・生きがいづくり支援事業推進委員会｣ (県総合福祉センター) 宮坂副会長

20日
介護者歯科実技研修会 [上益城会場] (嘉島町民会館)

受講者：102名 講師：村田歯科医院 黒岩恭子院長
宮坂副会長､ 松本理事他４委員､ 上
益城郡・清村副会長

21日
介護者歯科実技研修会 [阿蘇会場] (アソシエート)

受講者：82名 講師：村田歯科医院 黒岩恭子院長
宮坂副会長､ 松本理事他３委員､ 阿
蘇郡市・安光専務理事

24日
県地域リハビリテーション推進会議 (ホテルメルパルク熊本) 松本理事

県地域リハビリテーション支援体制推進シンポジウム (くまもと県民交流館パレア) 松本理事

27日 歯科医師及び薬剤師認知症対応力向上研修伝達講習 (フクラシア品川クリスタルスクエア) 松本理事

27日
第３回摂食・嚥下機能評価実習

受講者：26名 講師：東京医科歯科大学 戸原玄准教授
小島・宮坂副会長､ 平井委員長他全
５委員

28日
第４回摂食・嚥下機能評価実習

受講者：30名 講師：原土井病院 岩佐康行歯科部長
宮坂副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事他６委員

３月１日 認知症研修会事前打ち合わせ 小島・宮坂副会長､ 松本理事

４日
在宅訪問歯科施設見学研修 (口腔リハビリテーション多摩クリニック) 平井委員長､ 阿蘇郡市・市原会長

在宅訪問歯科施設見学研修 (東京医科歯科大学) 松本理事
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総務･医療
連携

２月12日
回復期病診連携打合せ
(１) ２／20回復期病院勤務歯科衛生士懇親会 (２) 回復期リーフレット
(３) ２／27がん医科歯科連携登録のための講習 ほか

牛島常務理事､ 宇治理事

14日 第９回県医療・保健・福祉連携学会 (熊本テルサ)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・八木・牛島常務理事､ 宇
治理事

17日 第３回日歯がん診療医科歯科連携推進協議会 (日歯会館) 宇治理事

18日

総務・医療連携委員会
(１) ２月20日回復期病診連携研修会歯科医師・歯科衛生士対象研修会
(２) ２月20日回復期病院勤務歯科衛生士連絡協議会
(３) ２月27日がん医科歯科連携DVD講習会 ほか

牛島常務理事､ 宇治理事他全委員

20日
回復期病診連携研修会 受講者：122名

講師：横浜市立大学附属市民総合医療センターリハビリテーション科 若林秀隆診療講師
牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森委員
長他３委員､ 歯科衛生士３名

22日
回復期病診連携打合せ
(１) リーフレット作製

牛島常務理事､ 宇治理事他２委員

27日 がん医科歯科連携登録医のための全国共通ナショナルテキスト講習会 受講者：14名 牛島常務理事､ 宇治理事他２委員

28日 国立病院機構熊本再春荘病院市民公開講座 (熊本再春荘病院)
小島副会長､ 渡辺専務理事､ 牛島常
務理事､ 宇治理事

29日 熊本医科歯科病診連携事業個別説明会 参加者：１名 牛島常務理事

３月１日 県がん診療連携協議会 第27回相談支援・情報連携部会 (熊本大学医学部附属病院) 牛島常務理事

４日
回復期病診連携歯科衛生士対象研修会 受講者：41名

講師：熊本託麻会リハビリテーション病院 山本恵仙言語聴覚士

小島副会長､ 牛島常務理事､ 宇治理
事､ 三森委員長他３委員､ 歯科衛生
士４名

７日
回復期病診連携打合せ
(１) リーフレット作製

牛島常務理事

９日
がん連携運営協議会打合せ
(１) ３／17運営協議会 (２) ３／14回復期

牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森委員
長

14日
回復期病診連携事業運営協議会
(１) 本年度連携事業報告 (２) 次年度研修会内容計画 (３) 委員会内文書の取り扱い方

渡辺専務理事､ 牛島常務理事､ 宇治
理事､ 三森委員長他４歯科衛生士

17日
がん患者医科歯科医療連携運営協議会
(１) がん医科歯科連携実績数 (２) がん医科歯科連携登録歯科医師数
(３) 平成27年度連携活動 ほか

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森
委員長､ 神�副委員長

30日

第２回県がん診療連携協議会 (熊大医学部附属病院) 浦田会長

県がん対策推進懇話会 (熊大医学部附属病院) 宇治理事

熊大医学部附属病院・心臓血管外科との連携打合せ (熊本市)
浦田会長､ 渡辺専務理事､ 牛島常務
理事

４月４日

熊本医科歯科病診連携事業個別説明会 受講者：１名 宇治理事

総務・医療連携委員会
(１) 回復期リーフレット完成 (２) 点数改定に伴う周術期算定
(３) 熊大心臓血管外科福井教授講演会 ほか

牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森委員
長他全委員

厚生･医療
管理

２月19日 日本歯科医療管理学会九州支部総会・学術大会準備委員会
牛島常務理事､ 宮井・竹下理事､ 工
藤委員長､ 池嶋副委員長

23日
厚生・医療管理小委員会
(１) 就業規則の見直し (２) 医療管理学会九州支部総会・学会 (３) リカバリー研修事業

牛島常務理事､ 宮井理事､ 工藤委員
長他１委員

３月10日
厚生・医療管理委員会
(１) 就業規則の見直し (２) 医療管理学会九州支部総会・学会 (３) リカバリー研修事業

宮井理事､ 工藤委員長他４委員

４月12日 日本歯科医療管理学会九州支部総会・学術大会準備委員会
牛島常務理事､ 宮井・竹下理事､ 工
藤委員長

所管 日付 摘要 出席者

センター・
介護

10日 障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業研修会 受講者：45名
宮坂副会長､ 松本理事､ 平井委員長
他３委員

11日
摂食・嚥下機能評価臨床実習 (特別養護老人ホーム梅寿荘)

講師：長崎大学病院歯科総合治療部 三串伸也講師
松本理事､ 久々山監事､ 森口会員

12日 口腔保健センター臨時職員採用面接 松岡センター長､ 松本理事他２名

13日
第１回認知症対応力向上研修会 受講者：130名

講師：熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学分野 石川智久助教､
共愛歯科医院 園田隆紹副院長

小島・宮坂副会長､ 田上常務理事､
松本理事､ 平井委員長他６委員

16日 第10回県在宅医療連携体制検討協議会 (熊本テルサ) 松本理事

18日
センター・介護委員会
(１) 平成27年度委託事業 (２) 認知症対応力研修会

宮坂副会長､ 松本理事､ 平井委員長
他全委員

26日

第２回認知症対応力向上研修会 (天草地域振興局) 受講者：57名
講師：くまもと青明病院認知症疾患医療センター 兼田桂一郎センター長

済生会八幡総合病院 尾崎由衛歯科医長
天草第一病院 切山奈美管理栄養士

宮坂副会長､ 松本理事他１名

４月５日 カルテチェック (口腔保健センター) 松岡センター長

７日 センター非常勤職員採用面接 応募者：７名 松岡センター長､ 松本理事
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所管 日付 摘要 出席者

学 院

２月19日 第４回学院教務委員会 伊藤学院長他６委員

27日
第３回歯科衛生士リカバリー研修会 [医療管理講演会] 受講者：111名

講師：野口純佳歯科衛生士
伊藤学院長､ 小島副会長､ 渡辺専務
理事､宮井理事､工藤委員長他４委員

28日
第４回歯科衛生士リカバリー研修会 (県総合福祉センター) 受講者：43名

講師：田内友貴歯科衛生士
伊藤学院長

３月６日
歯科衛生士国家試験 (福岡) 牧副学院長他２名

県歯科衛生士会創立五十周年記念式典・祝賀会 (ANAクラウンプラザホテルニュースカイ熊本) 伊藤学院長

12日 学院卒業式 第50期生：53名
浦田会長､ 伊藤学院長､ 牧・林副学
院長､ 弘中教務部長､ 澤田事務局長

13日 第５回歯科衛生士リカバリー研修会 受講者：37名 講師：田内友貴歯科衛生士 伊藤学院長､ 宮井理事

４月８日 学院始業式

９日 学院入学式 第53期生：57名 来賓：16名
浦田会長､ 伊藤学院長､ 牧・林副学
院長､ 弘中教務部長､ 澤田事務局長

国保組合

２月15日

国保組合監査
原田・片山監事､ 浦田理事長､ 桑田
常務理事

第５回国保理事会
(１) 規約の一部改正 (２) 組合会日程

浦田理事長他全役員､ 田中組合会議
長､ 河合組合会副議長

３月１日 全歯連通常総会 (アルカディア市ヶ谷) 浦田理事長

４日 全協九州支部総会 (ANAクラウンプラザホテル福岡) 上野副理事長､ 桑田常務理事

５日
国保通常組合会
(１) 規約一部改正 (案) の承認 (２) 平成28年度事業計画 (案) の承認
(３) 平成28年度歳入歳出予算 (案) の承認 ほか

28議員､ 浦田理事長他全役員

11日 全協通常総会 (東京・明治記念館) 浦田理事長

28日 国保連合会林田常務理事退任挨拶 浦田理事長

事 業 課 ３月25日
KDMU医業経営セミナー 受講者：４名

講師：クロスフィールズ人材研究所 三浦修代表
八木常務理事



この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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6日（水）

20日（水）

27日（水）

31日（日）

第24回常務理事会

第25回常務理事会

第15回理事会

㈱松風共催学術講演会

7 主な行事予定 July

ⓒ2010熊本県くまモン#K6356

　『平成28年熊本地震』において被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。熊本地方に活断層が走っているとは言われ

ていた。ただ震度７の地震が二日もしないうちに２度も起きるとは。余震回数はすでに1500回を超えた。「類を見ない」「前代未

聞」と専門家も驚いている。熊本人の心の拠り所である熊本城の姿を見たときには、愕然とした。

　私自身の自宅・診療所は震央からも距離があり多少の落下物はあったが

建物は無事。

　しかし給水所で水を貰いに行き診療を続けた。私は益城町と西原村の避

難所へ数回赴き、歯科相談・口腔ケアを担当させて頂いたが、折り重なる

ように倒壊した家屋、隆起・陥没した道路、分断された橋、テレビの画像

で見た時以上の衝撃を受けた。

　TV・新聞・ラジオ等のインタビューを多数受けたが、マスコミ報道の影

響力の大きさ、の発信力の重要性には改め

て考えさせられた。熊歯会報も印刷を依頼

しているコロニー印刷さんが多大な被害を

受けられ会報の発行に支障が出てしまった

が、新たな気持ちで発行していきたい。

　県外の友人・知人よりの励ましの言葉・

全国各地より集結した緊急車両・支援物

資・他県歯会の先生方・歯科衛生士会・海

外からもたくさんの方々に助けられながら

熊本は復旧・復興していきます。ありがとう

ございます。感謝・感謝

編集後記


